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6
月
2
2
日
（
金
）
に
吉
舎
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
9
回
　
「
き
さ
楽

生
塾
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

心
配
し
た
梅
雨
の
雨
も
何
処
へ
や

ら
、
気
持
ち
の
い
い
晴
天
に
め
ぐ
ま
れ

ま
し
た
。
講
演
会
に
先
立
ち
、
開
講
式
を
吉
舎

支
所
。
中
野
支
所
長
、
沖
田
次
長
を
お

迎
え
し
て
行
い
、
引
き
続
い
て
健
康
推

進
課
の
粟
根
さ
ん
に
『
私
ら
し
い
元
気

づ
く
り
』
～
い
つ
ま
で
も
イ
キ
イ
キ
生

涯
現
役
を
め
ざ
し
て
～
と
超
し
て
講
演

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
根
さ
ん
の
優
し
く
ユ
ー
モ
ア
に
あ

ふ
れ
る
話
し
ぶ
り
に
会
場
も
和
み
、
周

り
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
も
持
て
て
、
心

も
体
も
ほ
ぐ
れ
た
楽
し
い
講
演
会
と
な

郷
土
史
ク
ラ
ブ
…
中
畑
和
彦
先
生

り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
が
、

ク
ラ
ブ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。（松田

楽
し
く
今
年
で
9
年
目

正
美
）
　
き
き
楽
生
壁

パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
…

三
次
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン

売
気
に
問
詰
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ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
転
出
ま
し
た
！

6
月
1
0
日
　
（
日
）
午
前
8
時
0
0
分
か

ら
、
八
幡
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て

八
幡
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
八
幡

地
区
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ

小
学
校
低
学
年
か
ら
高
齢
者
ま
で
4
3
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

プ
レ
ー
す
る
の
は
初
め
て
の
方
も
あ
り

競
技
開
始
前
に
藤
枝
義
記
さ
ん
か
ら
基
本

的
な
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
た
だ
き
、
プ
レ
ー
開
始
と
な
り
ま
し

た
。
小
学
校
低
学
年
は
、
保
護
者
と
一
緒

に
プ
レ
ー
し
て
も
ら
い
、
中
に
は
2
打
で

入
っ
た
ホ
ー
ル
も
あ
り
素
晴
ら
し
い
腕
前

（
？
）
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

初
め
て
の
方
も
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
出

る
な
ど
、
み
な
さ
ん
真
剣
に
ま
た
楽
し
く

プ
レ
ー
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
野
上
清
治
）

徳
市
運
動
会
が

大
運
動
会
に
拾
っ
た
よ
～

6
月
1
7
日
　
（
日
）
　
に
吉
舎
徳
市
自
治
交

流
セ
ン
タ
ー
で
、
徳
市
運
動
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
閉
校
後
第
一
回
の
運
動
会
で
不

安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
9
時
の
開
会
式
に

は
、
な
ん
と
7
0
人
近
く
の
地
区
民
が
集
い

大
運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

介
護
予
防
ラ
ジ
オ
体
操
か
ら
始
ま
り
、

1
0
種
目
の
競
技
を
、
赤
。
青
〃
黄
組
に
分

か
れ
、
老
若
問
わ
ず
競
技
に
は
力
が
入
り

競
う
中
に
も
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
、
皆
さ
ん

の
楽
し
い
様
子
が
数
多
く
う
か
が
え
ま
し

た。
半
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
体
育
館
で

の
競
技
で
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ

た
長
寿
会
の
皆
さ
ん
も
、
童
心
に
返
り
心

よ
り
楽
し
ん
で
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
一
番

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
世
代
交
流
の

と
っ
て
も
良
い
場
に
な
り
ま
し
た
。
み
～

ん
な
心
地
よ
い
汗
を
流
さ
れ
た
の
で
は
…

後
片
付
け
を
し
て
、
み
ん
な
で
食
べ
た

お
弁
当
は
最
高
で
し
た
ね
。

（
中
倉
政
子
）

珍
プ
レ
ー
珍
プ
レ
ー
好
プ
レ
ー

敷
地
自
治
振
興
会
で
は
6
月
2
3
日

（
土
）
　
夜
7
時
か
ら
「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大

会
」
　
を
開
催
し
ま
し
た
。

6
人
編
成
の
中
に
女
性
2
人
を
含
む
混

合
チ
ー
ム
で
、
今
年
は
地
域
か
ら
4
チ
ー

ム
の
参
加
が
あ
り
　
（
昨
年
は
6
チ
ー
ム
）

各
3
試
合
を
し
て
優
勝
を
競
い
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
ボ
ー
ル
は
柔
ら
か
い

た
め
サ
ー
ブ
を
し
て
も
、
レ
シ
ー
ブ
を
し

て
も
、
変
化
球
に
な
り
、
珍
プ
レ
ー
・
珍

プ
レ
ー
そ
し
て
好
プ
レ
ー
の
連
続
で
、
選

手
も
観
客
も
笑
い
の
絶
え
な
い
試
合
内
容

で
し
た
。
約
2
時
間
の
競
技
で
し
た
が
、
程
よ
い

汗
を
か
い
て
楽
し
む
こ
と
が
出
来
た
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
大
会
で
し
た
。

（
大
上
清
隆
）
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薫
鉢
静
子
髭
も
美
術
館

今
年
も
、
ふ
る
さ
と
の
情
景
を
描
い
た

作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

力
作
を
誘
い
合
っ
て
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

楽
し
い
夏
休
み
の
ひ
と
時
を
、
美
術
館

で
有
意
義
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

・
応
募
は
7
月
2
2
日
　
（
日
）
　
ま
で

。
対
象
　
幼
児
、
小
・
中
〃
高
校
生

大
人
も
出
品
で
き
ま
す

（
た
だ
し
、
審
査
対
象
外
）

・
審
査
講
評
　
8
月
1
7
日
　
（
金
）

※
詳
し
く
は
前
月
号
を
参
照
く
だ
さ
い
。

○
期
間
　
7
月
2
6
日
　
（
木
）

～
8
月
2
6
日
　
（
日
）

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

（
月
曜
日
は
休
館
し
ま
す
）

○
場
所
　
美
術
館
あ
ー
と
あ
い
〃
き
さ

○
間
合
先
　
美
術
館
あ
ー
と
あ
い
。
き
さ

℡

4

3

－

2

2

3

1

吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会

（
②
を
の
ぞ
く
）
　
℡
4
3
i
7
2
7
2

つ
く
珪
鱈
総
裁
し
ま
う

ボ
ン
ボ
ン
船
は
、
か
つ
て
は
漁
船
や
渡

し
舟
と
し
て
活
躍
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

で
も
多
く
の
人
々
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
さ
あ
、
今
年
の
夏
休
み
は
軽
快
な
音

を
立
て
て
走
る
船
を
み
ん
な
で
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

誘
い
合
っ
て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
8
月
1
9
日
　
（
日
）

午
後
1
時
～
午
後
4
時

○
場
所
　
吉
舎
歴
史
民
俗
資
料
館
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安
田
－
－
一
寺
巡
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

6
月
1
7
日
　
（
日
）
　
に
香
横
寺
、
正
賞

寺
、
西
福
寺
を
巡
る
『
安
田
三
寺
巡
り

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
雨

の
心
配
し
て
い
た
の
で
す
が
、
幸
い
に
も

空
気
が
澄
ん
で
と
て
も
景
色
の
よ
い
日
と

な
り
、
参
加
者
2
5
人
で
出
発
し
ま
し
た
。

日
頃
は
車
で
通
る
こ
と
ば
か
り
で
す

が
、
ゆ
っ
く
り
と
話
を
し
な
が
ら
の
散
歩

は
、
と
て
も
気
持
ち
が
良
い
で
す
ね
。

コ
ー
ス
の
途
中
に
あ
る
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル

保
護
池
で
は
、
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル
の
種
類
な

ど
に
つ
い
て
、
鳴
き
声
を
聞
き
な
が
ら
福

場
さ
ん
に
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た。

高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
西
福
寺
で
は
、
安

田
を
一
望
で
き
ま
す
。
約
4
5
0
年
前
に

建
て
ら
れ
た
こ
の
お
寺
、
こ
の
地
の
歴
史

を
見
守
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
驚
く
こ
｛
㌣
な
ん
と
、
戦
前

に
こ
の
地
に
も
四
国
の
八
十
八
か
所
巡
り

と
同
じ
よ
う
に
、
お
堂
、
お
地
蔵
様
が
作

ら
れ
て
い
た
時
の
巻
物
が
登
場
！
安
田
〃

総
領
へ
点
在
す
る
お
堂
に
は
誰
が
寄
付
を

し
建
立
し
た
か
を
記
し
て
あ
る
も
の
で
し

た。

ち
な
み
に
我
が
先
祖
の
名
前
も
あ
り
、

「
あ
っ
、
我
が
家
の
名
前
が
有
っ
た
ー
・
」

や
「
我
が
家
近
く
の
お
堂
は
何
番
目
だ
っ

た
の
か
」
な
ど
と
、
見
た
こ
と
の
な
い
お

文
書
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
度
で
3
回
目
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大

会
。
さ
て
次
は
ど
こ
へ
出
発
に
な
る
か
み

な
さ
ん
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
で
の
こ
の
行
事
、
手

軽
で
い
い
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
良
い

企
画
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
山
中
　
浩
）

い
こ
い
の
森
の
ホ
午
蚤
。

八
幡
自
治
振
興
会
と
い
こ
い
の
森
を
育

て
る
会
の
共
催
で
6
月
2
3
日
　
（
土
）
午
後

3
時
か
ら
、
檜
い
こ
い
の
森
で
、
ホ
タ
ル

祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
は
中
止
と
な
っ
た
事
と
、
同
様
の

イ
ベ
ン
ト
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
開
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
参
加
者
の
減
少
が
危
惧
さ

れ
ま
し
た
が
、
開
催
者
の
予
想
を
超
え
る

来
客
で
売
店
の
商
品
が
売
り
切
れ
る
ほ
ど

の
大
盛
況
で
し
た
。
「
来
年
は
今
年
以
上

の
企
画
で
頑
張
り
ま
す
の
で
、
来
年
ま
た

会
い
ま
し
ょ
う
。
」
　
の
言
葉
で
し
め
く
く

ら
れ
、
み
な
さ
ん
お
待
ち
か
ね
の
ラ
イ
ト

ダ
ウ
ン
！
来
場
の
皆
様
に
お
礼
を
す
る
か

の
よ
う
に
沢
山
の
ホ
タ
ル
が
夜
空
に
舞
い

参
加
者
の
人
た
ち
か
ら
大
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
（
東
　
一
也
）

○
指
導
　
広
島
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
の

担
当
学
芸
員

○
対
象
　
小
。
中
学
生
及
び
保
護
者

○
参
加
料
　
材
料
費
　
3
0
0
円

○
申
込
期
限
　
8
月
1
0
日
　
（
金
）

○
申
込
み
〃
問
合
せ
先

吉
舎
歴
史
民
俗
資
料
館
℡

4

3

・

2

2

3

1

花
い
っ
ぱ
い
運
動

吉
舎
自
治
振
興
会
で
は
、
6
月
3
日

（
日
）
　
に
市
街
地
に
設
置
し
て
あ
る
プ
ラ

ン
タ
ー
（
5
0
個
）
　
の
花
を
植
え
替
え
ま
し

た。

早
朝
に
も
関
わ
ら
ず
1
7
人
の
参
加
を
得

て
、
約
一
時
間
足
ら
ず
の
作
業
で
し
た
。

今
回
は
春
ま
で
頑
張
っ
て
咲
い
て
い
た

ビ
オ
ラ
に
か
わ
り
、
真
っ
赤
な
サ
ル
ビ
ア

1
5
0
本
を
植
え
ま
し
た
。

お
散
歩
が
て
ら
に
、
ぜ
ひ
気
に
留
め
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。
　
　
　
（
溝
口
敏
丈
）



∴一一 ��：ふ：：∴∴∴＼∴∴ �、読ノ　‘ノ �豆 �・擬態 

1．1翠、 ∴「∴∴．－∴ �譲 率 �嚢 凝賂 ��∴∵＼ �∴ 溺 �薬 ！ 慾 淳 、＊ � 
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安田地区一斉清掃を行いました
6月3日（日）に恒例の安田地区一斉清

掃が行われ約240人のご参加がありまし
た。

空缶拾い、草刈り、コミュニティ集会所

の掃除等を集落単位で実施され、キレイに

なりました。ありがとうございました。

（滝上　洋）

緩 � � � ��∴：＼ ∴＼∴ ￥；；＊ 

：ミミミ∴ � 

譲畿総籍撥轟 � ����鰯酸 � � 

圏馨響翳 ������ 

」　　　　翻閲囲園閉園閣開聞 ��靭題額閉園閑陥麗匪轍 �i4事施地環「一P g誓罵該漂寓話 謹霊蓋 三三三三詩 
資源の適切な保全管理 ①農用地の法面の草刈り �1回あたり　20円／壷 

②農道・水路（ため池含む）の草刈り ③道普請 ④水路泥上げ �（年2回まで） 

S施設の補修（畦畔・道路・水路・ため池など） �（材料代＋作業単価）÷2 

漢荒廃農地の復元作業 �50円／壷 

S睦畔管理の省力化 ①短草張芝 �①　　　　250円／証 

②除草シート併用グランドカバープランツ〈シバサクラ等〉 �②　1，000円／壷 

S景観形成などに配慮した活動（花木の植栽） ①観賞木（樹高20－8000程度） �①　1，000円／本 

②球根物 �②　　　150円／個 

③種子物 �③　　　100円／袋 �三塁手≡毒 害弼轟諒柴 
獲地球環境の向上 ①落水管理（事業対象面積の50％以上の実施） �①4．000円／10a 

②啓発管理（研修会開催） �②一律10，000円／年 
③環境保全（水中昆虫・植物保護） �③一律50．000円／年 �2　℡成“る“ 
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嬢
ん
と
「
え
え
眺
め
じ
ゃ
の
－
。

中
四
字
自
治
振
興
会
で
は
、
6
月
0
0
日

（
土
）
　
に
　
「
中
国
横
断
道
　
尾
道
・
松
江

線
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
見
学
会
」
　
を

実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
早
朝
か
ら
小
雨
が
降
る
天
候
で

し
た
が
、
そ
ん
な
中
、
7
1
人
の
方
が
参
加

さ
れ
、
三
玉
橋
か
ら
海
田
原
橋
ま
で
の
約

4
キ
ロ
の
行
程
を
、
賑
や
か
に
お
し
ゃ
べ

り
を
し
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

要
所
要
所
で
は
、
国
土
交
通
省
の
担
当

者
の
説
明
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
、
橋
の
上

で
は
口
々
に
　
「
な
ん
と
、
え
え
眺
め
じ
ゃ

の
～
」
。
国
交
省
〃
ネ
ク
ス
コ
西
日
本
・

他
関
係
者
の
方
々
に
よ
る
ト
ン
ネ
ル
内
の

照
明
設
備
。
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
・
休
憩

場
所
の
準
備
〃
車
の
誘
導
に
い
た
る
ま
で

本
当
に
丁
寧
な
心
配
り
に
感
謝
し
っ
つ

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
見
学
会
を
終
了
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
時
宗
一
美
）

「
一一

滞
乃
あ
奇
地
域
づ
く
り
総
合
要
職
事
業
」

今
年
は
こ
れ
を
取
り
組
み
ま
す
」

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
補
助
金
の
交
付
が
…

決
定
し
ま
し
た
。
吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会
で
は
、
次
の
事

業

に

取

り

組

み

ま

す

。

　

　

　

　

　

　

　

　

…

S

吉

舎

町

自

治

振

興

連

合

会

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
・
映
画
鑑
賞
会
　
　
　
　
　
　
…

“
花
い
っ
ぱ
い
運
動
。
被
爆
ピ
ア
ノ
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
‥

S
吉
舎
自
治
振
興
会

・
荒
廃
地
復
活
の
た
め
の
整
備
車
葉

音
安
田
自
治
振
興
会

〃
希
少
生
物
の
保
護
活
動
　
・
安
田
の
匠
に
学
ぼ
う

。
安
田
の
歴
史
を
訪
ね
自
然
を
楽
し
も
う
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

臆
敷
地
自
治
振
興
会

〃
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
看
板
設
置

S
徳
市
自
治
振
興
会

…
〃
看
板
の
設
置
（
徳
市
遺
跡
ほ
か
）

‥
◎
総
事
業
費
　
1
．
8
0
1
．
0
0
0
円

「
－
．
I
I
膏
は
南
山
怜
牒
－
十
－
申
告
日
．
雷
宮
嶋
．
」



坊連載来すまb瑳′才へノスマイリーカシソにニー一　類あふれる吉舎のクnノープ猪動を紛レます〝1第1厘ト ���������������������������������l 

謡。奪　回同市占動地　ス墨認諾議講…課提議 
闘 怒 繊； ��・談 ＿鎌、i： 一一、，言： 十十ヽ � ��������∴－＼i ��＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、　グループホームで演じられるなど、地域で活動されていま 

I i �I �対象：小学 �����生～ご年 ��配の女 ���　　　　　　　　ヽ 性　　　　　　！ �������す。メンバーはただいま8人。 

i i i �※小学生は保護者 ���������冒 � �　　　　　　l 伴でお願いします。； �������古代のハワイの人たちが、海・風・花などの美しい日夕 

I i i i l �ヽ �練習日時： 場所：吉舎 �����毎月 錠僅 �第1・3月 センター和 ����　　I 曜日夜7－8時； 　　I 室　　，－ �������を表現したといわれるフラダンスを、みんなで楽しみなか ら健康的に踊れることをめざして活動されています。 常に膝を軽く曲げた状態でステップを踏むため、フラダ 

［無料体験・見学会のお知らせ］　　　　　　　　ンスにはシェイプアップ効果もあるそうです。 

7月 ����30日、8月6日・20日　　　　　　　　　スローなハワイアンミュージックに乗せゆったり動くフ 

お気軽にお申し込みください。　　　　　　ラダンス、みなさんもぜひ体験され親鳥厚Llかがです 

※体験希望の �������方は、ロングスカートが必 ��������です。か？　　　　　　　　読露緩 ��������������� � 
高：、・．・ ��宰：： ‘：｝：○： � ��� � �� ���� �� � ��� �� � � � � � �1 � � �綴 �綴藤懸 減 �題意轟雫溺縁談詰i 

∴　∴ � � � � � 

言 霊と �滋： � �� � � �� � � �；・諦 � �i霧終i ���� � � � �斌 �接ぐ： ∴ヾ � � 

：予想∴∴∴「 �� � � � �� ����饗字詰／≡ �� � � �愁 懇 � ��：享∴　∴∴寸「： 喜怒弱音漢語誇滋 ��� �調院議駿撥瀧‾幸 一：ヽ・ 

高 子 ：； ∴ � � �� � �．場：∴∴∴∴∴ �� � � � ��一　＼∴∴■ ���� � � �←i �一　i �� � 

史・全1 ��� ��緊 ��：∴：阜：；∴：∴： �� � � �∴「「 ∴∴や ：∴ヽ ∵：ヽ 「∴ �「「．一∵「∴：∴ �i ��∴∴「「辛気 “線 �� �∴∴∴鉦 �� � �� ��．9 態 灘溌 ；l‾‾ �昌からの〆 ［お申込み・ ÷宗清酒店： 吉舎町 ���シバー募集中〃 お問合せ］ ℡43－3717 吉舎806－1 

本・、‘ ��� � �� �惑 � � � �態 � ���綴 藻懇薫 一一．灘や ∴べべ＼：〔 � ��� � �� � �熊綴 �� 

繁務率≡‾≡ 談i‘‾‘ ���一言鳶 ��撥 ：“’；：ま ま： � � � � � � � �∴言い 十十： � �� ��∴ � �� �欝； 綴鱗 溺嬢’ �� �懸鰹 
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い
つ
ま
で
も
／
し
元
気
で
！

中
四
字
自
治
振
興
会
で
は
、
6
月
2
0

日
　
（
水
）
　
に
、
7
4
名
の
対
象
者
の
方
へ
、

高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
し

た。

「
ぼ
ら
ず
L
L
を
女
性
部
中
心
と
し
た

1
0
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
、
手
作
り
し
て
お
届

け
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
　
「
楽
し
み
に
し
て
た
よ
。
あ

り
が
と
う
！
」
と
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
ま

た
、
後
日
　
「
色
と
り
ど
り
で
き
れ
い
だ
っ

た
ね
、
美
味
し
か
っ
た
よ
。
」
と
の
声
も

い
た
だ
き
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
次
回
は

日
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。（
桑
田
美
奈
子
）

ホ
タ
ル
を
楽
し
む
会
（
吉
舎
）

吉
舎
自
治
振
興
会
教
養
文
化
部
で
は
、
6
月
1
7
日
（
日
）
　
の
夕
方
4
時
0
0
分
か
ら
、
吉

舎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
約
1
3
0
人
あ
ま
り
の
参
加
者
を
む
か
え
、
「
ホ
タ
ル
を
楽
し
む

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
女
性
部
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
、

ソ
ー
メ
ン
流
し
〃
ゲ
ー

ム
な
ど
で
楽
し
ん
だ
後

七
日
市
裏
の
川
へ
移
動

し
て
、
ホ
タ
ル
の
飛
び

交
う
様
子
を
観
て
現
地

解
散
と
な
り
、
無
事
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た。
お
手
伝
い
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
方
々
、

ま
た
行
事
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
み
な

さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
蔵
桝
　
み
づ
え
）



籠懸案繋護 �� � �灘霧 －γ・二 � � 

綴綴蓬 �愛 敬 襲 �「1「． 認 � �子ら、：“ �� �■ � 
詳　言罵言 ������露緻 説： �　　● 駁．i �∴■∴＼守 ：ヽ∴ 

較 さ： � � ����ヽ；： 

誓率≡≡1日 �� ����� � 

緩 � �：売子i � �∴ヾ∴阜∵∴∴∴ …・‾‾・ ∴十㌧整、二言 �� � �繁翳 

：んに亨は吉舎⑬書館で
7月の新着図書案内（5月21日～6月20日受入分）

○一般書

家族でおでかけ九州′13

小沢一郎と田中角栄

三省堂新生物小事典

腰痛

「もの忘れ外来」100問100答

農家が教える品種（たね）選び読本

カメラをつれて山歩へ行こう！

事件でござるそ、太郎冠者

僕らのどはんは明日で待ってる
、ぅと珊瑚と

〈旅行〉

大下　英治／善　〈政治〉

猪川　倫好／監修く生物〉

菊池　臣一／総監修〈健度〉

奥村　歩／善く健康〉

芸文協／縞〈賞美〉

矢島　慎一／善く写真〉

井上　尚豊／善く小説〉

妹尾　まいこ／善〈小説〉

梨木　葉歩／善〈小説〉など70冊

イギリス　　　　　　　　　　レイチエル・ピーン／善くちり〉

旅する蝶　　　　　　　　　　　　新富　晋／善くちょうちょ〉

すごいぞ！「しんかい6500」　　　山本　省三／善くうみ〉

おひさまやのおへんじシール　　茂市　久美子／作〈よみもの〉

ぐんぐんのびる！東京スカイツリー　青山　邦彦／絵〈えはん〉

いろいろおふろばいり隊！　　　　穂高　厭世／作〈えはん〉

おがあちゃんがつくったる　　　　長谷川　霧史／作〈えはん〉

よろしくともたち　　　　　　　　す　降矢　なな／え〈えはん〉　など22冊

※貸出中の場合は予約もできます。どうぞご利用ください。

すi易 経 � � 

筈テ i 塞マ 主な　蒸 

雪組。講 書曜つ 舎日で 寵羅 濡ら薫 

oで 

今月のひとこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　お聞合せ先：吉舎図書館（℡43－4513）

「ある時期、真剣に情熱をかけたものは、たとえそのあと何かのタイミングでほかの大の字に渡ったとしても、あとでちゃんと自

分を幸せな気持ちにしてくれるということがわかった。会社員時代の私は、ものごとの過程すべてに張り付いていなければツ

キが離れるような気がしていた。つねに出席していないと、不安だったのである。いまは、違う。自分の手に来たときは感謝して

あたため、育て、あるとき自分から離れていく。それは中途半端でも挫折でもないということがわかったいまは、何事にもビクビク

しないで済んでいる。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「毛のない生活」山口もレコ／著　より
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6
月
8
日
　
（
金
）
　
か
ら
同
日
　
（
日
）
　
に
庄
原
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

開
催
さ
れ
た
『
里
呼
織
り
工
房
作
品
展
」
　
に
楽
生
塾
手
芸
ク
ラ
ブ
も

出
展
し
ま
し
た
。

楽
生
塾
手
芸
ク
ラ
ブ
で
は
毎
年
、
織
物
作
家
　
脇
坂
よ
り
子
先
生

（
口
和
）
　
の
工
房
へ
機
織
り
体
験
に
出
か
け
て
い
ま
す
。

先
生
の
気
さ
く
な
人
柄
も
あ
り
、
毎
回
と
て
も
楽
し
く
充
実
し
た

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
回
は
そ
ん
な
繋
が
り
か
ら
庄

原
で
の
展
禾
会
参
加
が
実
現
し
ま
し
た
。

昨
年
の
体
験
で
織
っ
て
い
た
織
物
を
、
展
一
杯
会
に
向
け
、
バ
ッ
グ

な
ど
の
作
品
に
仕
立
て
、
ど
の
よ
う
な
展
示
に
な
る
の
か
楽
し
み

に
、
皆
さ
ん
と
6
月
9
日
　
（
土
）
　
に
会
場
へ
と
出
か
け
て
い
き
ま
し

た。

こ
の
日
は
、
『
し
ょ
う
ば
ら
九
日
市
』
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
通

り
は
と
て
も
賑
わ
っ
て
お
り
、
展
示
会
場
も
た
く
さ
ん
の
人
で
し

た
。
中
に
進
む
と
、
先
生
や
生
徒
さ
ん
の
作
品
と
並
ん
で
、
楽
生
塾

の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
て
あ
り
、
皆
さ
ん
の
会
話
も
と
っ
て
も
弾
ん
で

い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
に
作
品
を
見
て
い
た
だ
け
た
こ
と
、
そ
の
他
の
多

く
の
作
品
を
見
る
こ
と
で
、
ま
た
良
い
刺
激
を
受
け
、
次
へ
の
創
作

意
欲
に
繋
が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

な
に
よ
り
、
皆
さ
ん
が
い
き
い
き
と
楽
し
ん
で
作
品
づ
く
り
を
し

て
い
る
こ
と
が
伝
わ
る
素
敵
な
展
示
で
し
た
。
　
（
法
林
暁
美
）



吉舎小学校2年生のみなさん
言出一一二土：＝：二二・：－：－：・：・：・：－：・∴二二・：二二田口肇顕も軸終．三三＿：二三＿二三五二二品i≡ii珪鍾

一言合調理場へようこそ－

二、 ：＼：∴∴ 懸 案務 �．．i 彩絶 賛， 

「∴ヾ∴∴ 　∴ヾ＼∴ 緩総遠縁‥≡高二‥＝：：ん二・：－ � 

一「、i ：∴ �一・・・… 　i �繋．駁 、：∴一ぶ 

6月19日（火）に、吉舎小学校2年生18人が、身近な地域の

人々との関りをもち、様々な場所のものを調べ、地域に親しみを

もつことを目的として、吉舎共同調理場を見学してくれました。

衛生管理面から調理場内には入れないためガラス越しからの

見学ではありましたが、「いつも食べている給食は、どのようにし

て自分たちのもとへ届けられているのか」を、児童たちは真剣な

眼差しで覗き込んでくれていました。

ガラス越しには大きな回転釜がガラス一面に見え大迫力で

す。

炊き上がったごほんの釜がジェットコースターのコースを走って

いるのと似ているので、児童たちに「ゆっくりなジェットコースター

みたいだね」と伝えました。児童たちは、ゆっくりな動きを目で追う

と大きな歓声をあげてくれました。

給食を毎日食べている中で、いろいろと不思議に思うことが

あったのでしょう、児童たちはたくさんの質問をしてくれました。

なかでも、「鍋の大きさはどのぐらいですか？カレーも鍋に入れ

て作っているのですか？」という質問があり、「私の腰くらいの高さ

のお鍋の口です。その大きなお鍋を使って、たくさんの材料をヲ」

豊コト煮込みます。カレーもそうやって作っているから美味しく

んだよ。」と答えました。今日の給食は、いつもとは違う給食時間

になることでしょう！なぜなら、間近で給食ができる様子を見て

いるのだから…。

自分たちが質問したことと、答えを思い浮かべながら食べる給

食は格別な味になると思います。

台風の接近を心配しましたが、とっても楽しい見学の時間を過ごしてもらえたかなと思います。たくさんの質問は「興味

関心」の証です！安心・安全・ワクワクする給食を運んでいきたいと思います。　　　　（吉舎共同調理場）

囲閏園豊囲
・‾サた： …、 � ��� � � � �� � �詰．・－謙高二 　溜墜 ����� ��ヽヽ∴－ ∴ふ ：：・‘▲ � �� � � ���園 ‾綴 

曝 � � � � � � ��li11 � � �� � �さ二 �∴∴漣駆沿 �当 �� � ��� � � 

∴、ヽ∴ � �� � � �墓 �� �．＝’・タン ＿：・募 �� 

羽蟻 � ��� � �� �：　∴： �������：澱熊 �� � �������‾≡諒蕪 
‾：ヽi ∴．ヽ一 �� � ��� ��� � � � � � �綴 � � � �� �� ��く－　∴「∴＋ 

競　技：スリッパ卓球・ペタンク

日　時：8月25日（土）9：30－11：30

場　所：吉舎B＆G海洋センター

対象者：小学生～高齢者まで

参加費：無　料

持ってくるもの：タオル・飲み物・屋内シ

◎申込み締切：8月10日（金）まで

態 ▼申込み・問い合わせ先

鰭働繍

夏休み最後の土曜日！おもしろミニスポーツに 

チャレンジしてみませんか？ 

汗をかいた後のスイカはおいしいぞお！ 
一子油i 　∴リ‾ 

ユース・スリッパ（ラケット用）緻轄÷二義 

社会福祉協議会吉舎支所（℡43－3301）／吉舎町自治振興連合会（℡43－7272）

璃添書藷露語藷藷討議滋
＼
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嘉第詩集と親 誓塵結き蕊 でい決 あい行 三三三∴三三三三 務○弼前誓蒜 局 “はi 三三三∴三三 具ご て‾‾へ－ ＼ ��偽夢彬I富ま′j子宮乙修っ古がロン 

点 薫 ※ I L L 賃 � �� � � � � �今日 ���は・・・ 

ヾ ∵ �� � �� �7月19 会場：吉舎保 （ l士， ������日（木）水遊び 健センター 集合時間：朝10時） 200円 児とその保護者 

葬 � �、・…灘詰 �� �� 

虜 � �∴∴ � ��∴∴ � 

寧 ∵ �聡 �〕：∴∴∴ � 

蒸 5 壬 �緩 総 ∴ 浅 ＼： 月 ロ �滋 ：； �浮 ．与謝 � � �：樹‡ 「∵ヾ ：：＼∴ �∴∴∴∴「∴ �会費：1家族 対象：未就園 

∴ し 口 髭i ��● ��警 ま ま 詞 ＼ ま �ヾ �※ ��包 ／嘉 �麹みl敦不要です； どもこ海留くkT ����新しのあざちブくりの さの 

みんなでこの 地域母子保 ��∴ 食事をい 健推進 ている サロン りの「楽 、、すよ。 

・畿 ：∴ ヾ遮 ‥； 無 

で ま し ��育てをされ きればと、 ○ 感たっぷ 」サロンで なでゆった じてみませ 加お待ちし ��������� ��：ィー一 議 �� 

行 ��������響饗 ・：・：：，子 、－、 ��；畿 �� ��緩 �i弱 蘭書隠顕 � � � 

識 ：：：ン 蔦 畿 畿 

一一着－ ����こり父流 んか？ ていま ��� ������ �∴＼． 巌；、’く〝ヽi �轡獲滋 � 

去 ������の7月め様子 �� �� 

闇雪ぎさまるごと日程表 ������2（ �l賞暮雪 �空電寡；国璽 �● ● �月∴ � ���� ��‾＝ニ臆案 ���� 

7月20日（金）10：00～ �ささ楽生塾講演会［三次市副市長］ ��������������吉舎生涯学習センター 

7月22日（日）9：00～ �敷地パークゴルフ大会 ��������������敷地パークゴルフ場 

7月22日（日）9：00～ �吉舎徳市自治交流センター清掃（徳市地区） ��������������吉舎徳市自治交流センター 

7月24日（火）9：30－ �高齢者の集い（八幡地区） ��������������八幡コミュニティセンター 

7月26日（木）13：30～ �高齢者の集い（吉舎地区） ��������������吉舎コミュニティセンター 

7月28日（土）19：00～ �敷地区内グラウンドゴルフ大会 ��������������敷地グラウンド 

7月29日（日）6：30～ �親水公園の河川環境整備作業 ��������������馬洗） ��親水公園 

8月　4日（土）18：00～ �JAZZ＆BLUESNIG］T（ふれあい祭りプレイベント） ��������������白かべの酒蔵 

8月　8日（水）18：00～ �一畑薬師如来縁日 ��������������三玉一畑薬師堂 

8月13日（月）19：00～ �安田ふれあい納涼の夕べ ��������������安田小学校グラウンド 

8月13日（月）19：00－ �敷地「納涼の夕べ」 ��������������敷地グラウンド 

8月14日（火）19：00～ �やわたふれあいの夕べ ��������������八幡小学校グラウンド 

8月14日（火）20：00－ �慰安の夕べ ��������������古都輌自治交流センターグラウンド 

8月15日（水）18：00～ �第25回吉舎ふれあい祭り ��������������三次市吉舎支所周辺 

発行“編集／『まるごときんさい』編集委員会吉舎町自治振興連合会三次市吉舎町吉舎718番地1電話“FAX：43－7272

三次市吉舎支所　　　三次市吉舎町吉舎368番地　電話：43－3112　FAX：43－3062

まるごときんさいNo40　8

7
月
日
日
　
（
火
）
・
8
月
7
日
　
（
火
）

場
所
。
時
間
、

〇
三
次
市
役
所
　
　
　
　
1
0
時
0
0
分
～

〇
三
次
市
三
良
坂
支
所
　
日
時
0
0
分
～

引
き
取
り
手
数
料

○
成
犬
〃
成
ね
こ
　
（
生
後
9
1
日
以
上
）

1
頭
　
（
匹
）
　
に
つ
き
　
2
0
0
0
円

○
仔
犬
・
仔
ね
こ
　
（
生
後
9
1
日
未
満
）

1
頭
　
（
匹
）
　
に
つ
き
　
　
4
0
0
円

三
次
市
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
環
境
政
策
課

℡
6
2
－
3
1
3
6

2
ト
ン
車

［
く
み
取
り
日
］
　
　
8
月
6
日
　
（
月
）

4
ト
ン
章

［
く
み
取
り
日
］
毎
週
月
曜
日
。
火
曜
日

申
込
先
　
　
　
　
　
　
（
祝
日
を
の
ぞ
く
）

毎
週
金
曜
日
午
後
3
時
ま
で
に

三
次
市
吉
舎
支
所
総
合
調
整
係

℡
4
3
－
3
1
1
1

毎
日
8
時
0
0
分
か
ら
盤
時
ま
で

利
用
で
き
ま
す
。

場
所
　
吉
舎
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
マ
シ
ン
巡
回
指
導
日
〃
金
曜
日

9
時
5
0
分
か
ら
日
時
0
0
分
ま
で

◎
一
日
中
利
用
で
き
な
い
日
　
7
月
2
6
日

◎
開
館
時
は
、
市
役
所
吉
舎
支
所
の
宿
直

室
で
カ
ギ
を
受
取
り
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

三
次
市
吉
舎
支
所
総
合
調
整
係

℡
4
3
－
3
1
1
1

善
悪
の
心
づ
け

香
典
返
し
　
藤
村
　
浩
様
（
吉
舎
古
市
）

吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会
へ
い
た
だ
い
た

善
意
の
心
づ
け
は
、
吉
舎
町
の
地
域
振
興
や

地
域
活
性
化
の
為
に
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


